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⾃家発の負荷運転が必要な施設とは
…
消防⽤の⾮発（⾮常⽤発電機）が設置してある施設は、
年1回の負荷運転で運転性能を確認する必要があります。
消防⽤の⾮発が設置してある施設とは、特定防⽕対象物で延べ⾯積1000㎡以上のもの

負荷運転は1年に1回、必要です。
・昨年実施したから・・・
・発電機を更新したから・・・

・何すれば延⻑できるの？→消耗品の適切な時期での交換をしておけば良い。
交換周期は、エンジンオイルや冷却⽔等は、1年に1回交換です。

6年間しなくて良い。

6年に1回ではなく、やることやっとけば、
最⻑で6年間、負荷運転の実施を延⻑できる。

毎年、なにかしら実施しなければいけないのです。



負荷運転を実施しなかったら…
消防点検表の表紙に、
スタンプが押されます。

拡⼤したものが、こちらです

消防設備等点検結果報告書は、公⽂書にあたりますので、
情報開⽰請求が可能です。
マスメディアが、簡単に調べることが可能
報道にする根拠となりうる資料でもある。

・福岡では、2017年12⽉3⽇の新聞紙⾯にて公共施設での
点検基準違反が、名指しで記載されております。
・2018年 ⼤阪で点検未実施で有事の際に動かなかったとして、
国⽴循環器病センターが名指しで指摘を受けてます。
・福島では、2018年11⽉16⽇にホテル名は隠されているものの
負荷運転未実施施設（8か所）への適マーク交付が問題視されてます。
・2019年にも国⼟地理院の潮位計⽤の発電機が動かなかった
として問題視されてます。

公共施設が、実施を始めた今、
⾏政が⺠間へ指摘を強めるでしょう。



これって負荷運転じゃないの…？

負荷運転とは、発電機を起動させて発電量を確認すること
発電機は、接続設備から電⼒要求を受けて、初めて必要な電⼒を作ります。
必要な電⼒が少なければ、少ない電⼒しか発電しないのです。

保安点検では、
ここまでです。
起動の確認だけで
発電されません。

負荷運転は、
ここの確認です。
連続した発電が
供給できるか。

・電気の点検で動かしてるから → 保安点検 エンジンが動くかどうかの点検です。

・停電しての点検をやったから → 消防設備を起動させてますか？待機電⼒だけでは不⼗分です。

負荷運転ではなく、起動点検でしかありません。
発電機は、エンジンが動いただけでは、発電しません！



負荷運転⽅法とは…
①『模擬負荷運転』
・負荷試験機を使⽤して運転性能を確認する
・発電機を動かし、負荷試験機で負荷をかけ点検を⾏う。

②『実負荷運転』
・実際の設備を起動させて運転性能を確認する
・発電機を動かし、消防設備を起動させて点検を⾏う。
・停電（瞬間停電）が必要
・ポンプ等の消防設備の起動をしないと待機電⼒だけの点検

③『内部監察等』
・負荷をかけない代わり整備を⾏う。
・エンジンの分解整備+消耗品の交換作業
・エンジン整備だけで、電装系は別。純正品を使⽤しない業者あり。

発電機に消防設備以外が接続されている場合、その機器に関しては、
安全にシャットダウンしておく必要がある。
※サーバー・ナースコール等、突然のON/OFFで故障する恐れあり

制御基板が故障している為、動かないとわかっていながら、
エンジン側のみを整備する悪徳業者もいます。
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模擬（疑似）負荷運転ってどうするの？

ｚ

防災⽤設備
スプリンクラー

屋内消⽕栓

排煙設備

加圧ポンプ

⽌まってはいけない設備

接続されている負荷設備を停電させることなく
発電機と負荷試験機を直結させて運転性能を点検する⽅法です。

上記、接続負荷設備への影響はございません。
※電気事業法での起動点検（無負荷運転）
と同様の状態で試験できます。

ダブルスロー



停電させない為に、接続ポイントの⾒極めが重要となります。
既設の設備が、どこのポイントで折り返しているのか、電⼒経路の⾒極めが⼤事なのです。
この⾒極めができない業者が、試験当⽇に模擬負荷試験なのに停電が必要と⾔ってくるのです。

弊社では、上記の他、絶縁養⽣施⼯にも⼒を⼊れ、
安全・安⼼・コンプライアンス重視の試験を徹底させて頂いております。

ネット上にあがっている動画ですが、既設端⼦の養⽣を絶縁テープのみ
で⾏うようです。しかし既設ケーブル端末にテープの糊が付着し残って
しまう恐れがあります。そこで弊社では、端⼦を絶縁のカットシートで
保護した上等でで低圧絶縁シートで絶縁養⽣を⾏っております。
また搬送時の保護や養⽣・検電確認・絶縁防具着⽤を⾏っております。



A 毎年負荷運転 予算が⼀定
B 基本は負荷運転、バッテリーの交換時や⾼額な整備を実施した年は、保全策を適⽤していくプランです。

CAN PLUSの負荷運転価格が安価な為、こちらのプランをお勧め致します。
※CAN PLUSにて内部監察等・予防的保全策も対応可能です。
C・D・Eは、間違った認識パターンです。

バッテリー交換、⼜は⾼額整備 保全策適⽤



冷却⽔
エンジンオイル
ラジエターホース
各種フィルター
Vベルト
蓄電池 適⽤にあたり、前提条件として負荷運転

（⼜は内部監察等）を実施していること。
負荷運転後、空⽩の年がなければ、5年間
保全策を続けても良い。

予防的な保全策

or

or＞ ＜

消耗品の交換+劣化品の交換が保全策！
劣化が⾒られれば、1年間問題なく動く
という保証はありません。
ただ、消耗品を変えれば良いということ
ではありません



予防的な保全策とは

別記様式第24の添付書類となります。

メーカー推奨の交換周期を
指します

消耗品の交換した年⽉
を指します

今回の整備内容

※交換した年⽉を明らかにし、
そのパーツが耐⽤年数内なの
かを調べる為だと思われます。

※各メーカーにより異なります。

消耗品リスト ※消耗品に関しては、エンジン
により異なります。該当部品が
ないものもあります。

資格者証明

※実際に整備するのは、メーカーの
下請け整備⼠です。
メーカーへ連絡前にご相談下さい。
メーカーに連絡するとその価格が基
準となってしまいます。





模擬負荷負荷運転実施報告書
消防署提出⽤の報告書

・負荷容量・負荷率の計算式含む

作業実施報告書
業者様・お客様提出⽤の報告書

・試験⾵景画像含む

試験データ 報告書 例



報告書 例
発電機調査表 兼 保全計画書
業者様・お客様提出⽤の報告書
・各銘板と消耗品の状態画像含む

発電機の状況・状態を把握できるよう作成致します。



CAN PLUSで使⽤している
乾式負荷試験装

置
持ち⼿付
約57㎏

持ち⼿付
約57㎏

持ち⼿無
約38㎏

分割搬⼊実施画像



⾼圧発電機の負荷運転試験
⾼圧発電機、6600Vの負荷運転には、
以前は⼤型のトラックによる負荷試験機が必要でしたが、
近年では弊社のように低圧⽤の負荷試験機+油⼊り変圧器でも可能です。
下記のように発電機のそばまで装置を持って⾏く事で、
費⽤を⼤幅に押さえることが可能となりました。



CAN PLUSの
⾼圧発電機の性能点検の特徴

6600Vの⾼圧発電機の場合は、油⼊り変圧器にて電圧を440V（430V）へ変換し
試験機で負荷をかけます。低圧性能点検と⽐べると試験費⽤が⾼額になるのは、
電圧を変換する変圧器（トランス）と6600V⽤のケーブル、そしてそのケーブル
の耐圧試験が必要な為です。
弊社ではこの⾼圧ケーブルを50ｍ 20ｍ 5ｍと保有しております。

油⼊り変圧器
6600V→430V

⾼圧ケーブル ⾼圧発電機の場合に増える必要部材

低圧発電機の場合

⾼圧発電機の場合


